
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
第１の電源電圧 (VBAT)と該第１の電源電圧よりも低い絶対値を有する第２の電源電圧 (VB)
とを有し，少なくとも該第２の電源電圧は可変であり，いずれの該電源電圧をライン・イ
ンターフェイス・ボード (1)上の線路回路 (LC1,LC2… LCn)に供給するかを選択する方法で
あって，
ａ）該ライン・インターフェイス・ボード (1)上の少なくとも作動中の線路回路の線路電
圧を測定するステップと，
ｂ）該第２の電源電圧 (VB)としていくつかの候補値を予測するステップと，
ｃ）該測定した線路電圧から，それぞれの線路回路に該第２の電源電圧 (VB)として予測し
たそれぞれの候補値を供給することができるか否かを決定するステップと，
ｄ）該候補値を供給することができる線路回路について，該第２の電源電圧 (VB)として予
測した各々の候補値を使って該線路回路の電力消費量を計算するステップと，
ｅ）該候補値を供給することができない線路回路について，該第１の電源電圧 (VBAT)を使
って該線路回路の電力消費量を計算するステップと，
ｆ）該第２の電源電圧 (VB)として予測した各々の該候補値について，ステップ d)と e)にお
いて計算した該電力消費量を加算するステップと，
ｇ）該ライン・インターフェイス・ボード (1)上の該線路回路の該電力消費量の総和が最
低となるような該候補値を該第２の電源電圧 (VB)として選択するステップと，
ｈ）電源電圧として該第１の電源電圧 (VBAT)かステップ g)で選択した該第２の電源電圧 (V
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B)のいずれかを選んで，該線路回路に供給するステップと，
を含むことを特徴とする，線路回路の電源電圧の選択方法。
【請求項２】
第１の電源電圧 (VBAT)と該第１の電源電圧よりも低い絶対値を有する第２の電源電圧 (VB)
とを有し，少なくとも該第２の電源電圧は可変であり，いずれの該電源電圧をライン・イ
ンターフェイス・ボード (1)上の線路回路 (LC1,LC2… LCn)に供給するかを選択する装置で
あって，
該ライン・インターフェイス・ボード (1)上の少なくとも作動中の線路回路の線路電圧を
測定するように作動する手段 (LV1， LV2… LVn)と，
該第２の電源電圧 (VB)としていくつかの候補値を予測するように作動する手段 (3)と，
該測定した線路電圧から，それぞれの線路回路に該第２の電源電圧 (VB)として予測したそ
れぞれの候補値を供給することができるか否かを決定するように作動する手段 (3)と，
該候補値を供給することができる回路について，該第２の電源電圧 (VB)として予測した各
々の該候補値を使った線路回路の電力消費量を計算するように作動する手段 (3)と，
該候補値を供給することができない回路について，該第１の電源電圧 (VBAT)を使った線路
回路の電力消費量を計算するように作動する手段 (3)と，
該第２の電源電圧 (VB)として予測した各々の候補値について，該第２の電源電圧 (VB)とし
て予測した各々の該候補値を使って計算したそれぞれの線路回路の電力消費量と該第１の
電源電圧 (VBAT)を使って計算したそれぞれの線路回路の電力消費量とを加算するように作
動する手段 (3)と，
該ライン・インターフェイス・ボード (1)上の該線路回路の電力消費量の総和が最低とな
るような該候補値を該第２の電源電圧 (VB)として選択するように作動する手段 (3)と，
電源電圧として該第１の電源電圧 (VBAT)かまたは選択した該第２の電源電圧 (VB)を選んで
，該線路回路に供給するように作動する手段 (3， S1， S2… Sn)と，
を含むことを特徴とする，線路回路の電源電圧の選択装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
(技術分野 )
本発明は一般的にライン・インターフェイス・ボードに関するものであり，特にライン・
インターフェイス・ボード上の線路回路の電力消費量を最小にすることに関するものであ
る。
【０００２】
(発明の背景 )
２線式線路を駆動する加入者のライン・インターフェイス回路では，線路電流も線路電圧
も線路負荷，すなわち電話機および線路自体の抵抗，の関数である。
【０００３】
線路が開放されている場合，電流がゼロのとき線路には最大電圧が供給される。線路回路
が動作するためには，線路回路を電源電圧に接続しなければならない。電源電圧は必要な
線路電圧よりも幾分高い。
【０００４】
線路が閉じている場合，すなわち線路に負荷がかかっている場合，線路抵抗と負荷抵抗の
和にしたがって線路電圧は減少し，線路電流は増加するであろう。
【０００５】
電源電圧と線路電圧の差は線路電流が流れる線路回路に加わる。このために，線路回路内
で電力が消費される。
【０００６】
線路回路内の電力消費量は線路を短絡したとき，すなわち線路と負荷の合計抵抗値が低い
とき，最大になる。
【０００７】
多くの場合，線路回路内の電力消費，すなわち電力損失は容認される。
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【０００８】
ある場合には，最大電力消費量を低く保つために，各線路ごとに DC/DCコンバータを使う
ことができる。それぞれのコンバータから供給される出力電圧は，瞬時の線路負荷に適応
するために連続的に制御される。しかし，そのようなコンバータを使うと，放射を乱した
り回路の複雑性を増す原因となる。
【０００９】
WO 96/15617から，電力消費量を最小にするために駆動電圧の数に相当するいくつかのア
ナログ直列調整器を使うことが知られている。これは電源電圧をその瞬間に必要な最低の
電源電圧の絶対値を有する電源電圧にスイッチングすることによって行うものである。
【００１０】
たとえば２種類の電源電圧を用いて上記スイッチング方式を有する線路回路を使うとき，
低い方の絶対値を有する電圧をあらかじめ定めた固定値に設定する。固定値には電力消費
量が最低であることが期待される値を選ぶ。このあらかじめ定めた値を通常すべてのイン
ターフェイスボードに設定する。高い方の絶対値を有する電圧は通常電池の電圧である。
【００１１】
（発明の要約）
本発明の目的はライン・インターフェイス・ボード上の線路回路の電力消費量を更に少な
くすることである。
【００１２】
このことは実際の線路電圧に応じて電源電圧を適応させる本発明により達成される。
【００１３】
そのことにより，ライン・インターフェイス・ボード上の線路回路の電力消費量を更に少
なくすることが可能になるであろう。
【００１４】
（発明の実施の形態）
次に本発明について，図面を参照して詳しく説明する。
図はいくつかの線路回路 LC1,LC2… LCnを有するライン・インターフェイス・ボード 1を示
す．ここで nはたとえば 16である。
【００１５】
これ自体はよく知られているように，２線式線路は線路回路 LC1,LC2… LCnに接続されてお
り，図示の如く，線路はそれぞれのインピーダンス LD1,LD2… LDnで終端していることとす
る。
【００１６】
それぞれの線路回路において，線路のそれぞれの線は増幅器 LA1,LA2… LAnと LB1,LB2… LBn
によりそれぞれ駆動される。
【００１７】
本発明によれば，これらの増幅器にはライン・インターフェイス・ボード 1上の線路回路 L
C1,LC2… LCnの合計電力消費量ができるだけ低く保たれるように給電される。
【００１８】
図示した実施例では，線路回路 LC1,LC2… LCnには電池の固定電圧 VBATか，または VBATより
も低い絶対値を有する可変電圧 VBのいずれかが供給されることとする。
【００１９】
この接続において， VBATもまた可変でありうることを指摘しておく。
【００２０】
図示した本発明の実施例では，電源電圧を VBATと VBとの間で切り替えるために，各線路回
路 LC1,LC2… LCn内にスイッチ S1,S2… Snが設けられている。これらのスイッチはもちろん
線路回路の外側においても全く問題ないであろう。
【００２１】
制御可能な DC/DCコンバータ２がライン・インターフェイス・ボード 1上に設けられていて
，プロセッサ３から発せられる信号の制御下で， VBATから VBを発生する。
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【００２２】
プロセッサ３は後述するように，スイッチ S1,S2… Snを制御するように作られている。
【００２３】
本発明のこの実施例では，各線路回路 LC1,LC2… LCnにそれぞれの線路回路 LC1,LC2… LCnの
線路電圧を測定するための回路 LV1,LV2… LVnが設けられている。それぞれの回路 LV1,LV2
… LVnにより測られた線路電圧はプロセッサ３の入力信号として供給される．線路電圧を
測定するための回路は線路回路の外側においても全く問題ないであろうことは理解されよ
う。
【００２４】
測定された線路電圧に基づいて，プロセッサ３は電源電圧 VBの候補値をいくつか予測する
ように作動する。また，プロセッサ３は回路 LV1,LV2… LVnから得られた線路電圧の測定値
に基づいて，それぞれの線路回路 LC1,LC2… LCnに電源電圧 VBとして予測したそれぞれの候
補値を供給することができるか否かを決定する。
【００２５】
電源電圧 VBとして予測したそれぞれの候補値を供給することができる線路回路について，
プロセッサ３は VBの各候補値毎にこれらの線路回路の電力消費量を計算するように作動す
る。
【００２６】
電源電圧 VBとして予測した候補値を供給することができない線路回路の場合，プロセッサ
３は固定の電池電圧 VBTを用いてこれらの線路回路の電力消費量を計算するように作動す
る。
【００２７】
電源電圧 VBの各候補値毎に，プロセッサ３はライン・インターフェイス・ボード 1上の各
線路回路の電力消費量を加算するように作動する。
【００２８】
好ましくは，作動している回路の電力消費量だけを計算して加算する。
【００２９】
使用すべき電源電圧 VBの値を選択するには，プロセッサ３はライン・インターフェイス・
ボード 1上の作動している線路回路の電力消費量の合計が最低になるような値を選択する
。
【００３０】
電池電圧 VBATか，またはプロセッサ３から供給される入力信号に応じてコンバータ２によ
り作られた電源電圧 VBの選択された値のいずれかを選んで，電源電圧としてライン・イン
ターフェイス・ボード 1上の線路回路に供給する。そのために，プロセッサ３はスイッチ S
1,S2… Snの位置を制御して，それぞれの線路回路に VBATか VBの選択された値かのいずれか
が接続するように作動する。
【００３１】
以下実用的な例を述べる。
【００３２】
ライン・インターフェイス・ボード 1上に３個の作動中の線路回路があって，それらの線
路電圧がそれぞれ 13V， 40V， 23Vであるとする．線路電流は一定で， 0,027Aとする。 |VBAT
|=48Vとする。
【００３３】
線路回路に VBを供給するために， VB>=線路電圧の測定値 +6Vとする。
【００３４】

【００３５】
ライン・インターフェイス・ボードを実装する前に，すべてのライン・インターフェイス
・ボードの線路電圧を調べる。最適な VBの値が 28Vであるとわかったとする。その結果，
すべてのライン・インターフェイス・ボードで VBを 28Vに設定する。
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【００３６】
作動している線路回路のうち１個に VB=28V を供給すると，残りの２個の線路回路には VBA
T=48Vを供給しなければならない。
【００３７】
すると，３個の作動中の線路回路における電力消費量は以下のようになるであろう。
【００３８】
【数１】
　
　
　
　
【００３９】

【００４０】
線路電圧の測定値，すなわちそれぞれ 13V， 40V， 23V，に 6Vを加えることによって VBの３
個の候補値を予測する。
【００４１】
したがって， VBとして以下の３個の候補値が予測される。
【００４２】
【数２】
　
　
　
　
【００４３】
【数３】
　
　
　
　
【００４４】
【数４】
　
　
　
　
【００４５】
VB1=19Vの場合，１個の線路回路だけにこの線路電圧を供給することができて，残りの２
個の線路回路には VBAT=48Vを供給しなければならない。
【００４６】
したがって，ライン・インターフェイス・ボード上の電力消費量は以下のようになるであ
ろう。
【００４７】
【数５】
　
　
　
　
　
【００４８】
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VB2=29Vの場合， 2個の線路回路にこの線路電圧を供給することができて，第３の線路回路
には VBAT=48Vを供給しなければならない。
【００４９】
したがって，ライン・インターフェイス・ボード上の電力消費量は以下のようになるであ
ろう。
【００５０】
【数６】
　
　
　
【００５１】
VB3=46Vの場合，３個の線路回路すべてにこの線路電圧を供給することができる。
【００５２】
この場合，ライン・インターフェイス・ボード上の電力消費量は以下のようになるであろ
う。
【００５３】
【数７】
　
　
　
　
【００５４】
上記の説明から明らかなように， VB1=19V， VB2=29Vどちらの場合も VBを常に 28Vに固定し
たときよりも電力消費量は少ないという結果になる。
【００５５】
この例では VB2=29Vのとき消費電力量が最低であるから，プロセッサ３はコンバータ２で
作られる電圧 VBとしてこの値を選択するように作動する。
【００５６】
それから，プロセッサ３はスイッチ S1,S2… Snの位置を制御して，それぞれの線路回路 LC1
,LC2… LCnに VBATか VBのいずれかを供給する。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明による装置の一実施例。
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